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１ 前回の振り返り 

第31回の論文であるが、Power Platformを活用した日

報管理システムについて紹介した。このシステムは、日報

のデータをオンラインで保存することにより、社員が記入

した日報やそれに対するフィードバックを支援者間で即時

共有できるものである。また、Power BIによるデータの自

動処理によって、業務の稼働だけでなく、体調や疲れ、睡

眠時間といったデータが可視化されるようになった（図１）。

こうした日報のデータと、社員個人の障がいやその配慮事

項などのデータを一元管理した Personal File の構築を目

指している。 

 

図１ 睡眠時間グラフ 

 
２ Personal File導入に向けたアップデート 

(1) 分析用データの追加 

社員の障がい特性だけでなく、性格や興味などをより詳

しく知るため、以下４つの検査を実施し、その検査結果を

データとして追加した。 

① GATB（厚生労働省編 一般職業適性検査） 

・基礎的な能力（適性）を測定するためのテスト 

・認知能力・職業適性の測定ができる 

② KN式クレペリン検査 

・基礎的な能力（適性）を測定するためのテスト 

・認知能力・職業適性の測定ができる 

③ BWAP2（Backer Work Adjustment Profile） 

・就労支援の現場で使用される職業適性検査 

・作業能力・作業適性の把握ができる 

④ VRT（職業レディネステスト） 

・働くために必要な基本的態度や行動が備わっているか

を評価する心理検査 

・働くための心構え、行動傾向の評価ができる 

検査結果から指導計画を立て、社員の能力開発や業務、

配属部署のマッチングに活かせないかと考えている。 

(2) 指導・フィードバック記録の蓄積 

日々の業務や年初に立てた年間目標に対し、支援者からは

フィードバックが記録される。このフィードバックは「注

意」「警告」「いいね」といった項目で分類することがで

き、社員の成長がグラフとして可視化されている（図２）。 

 

図２ フィードバック記録 

 

３ 実習生向け実習記録表の構築 

Personal File の構築のためにアップデートされた日報

システムを、弊社に来ている実習生へのフィードバックと

して活用できないかと考え、実習記録表を作成した。 

実習記録表に取り入れたデータは以下のものとなる。 

(1) 稼働入力 

実習生がどのような業務を実施したのか、その内容と実

習生本人の感想を記入できる（図３）。 

図３ 実習生用日報入力画面 
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(2) 支援者からのフィードバック 

各業務それぞれについて、支援者からのフィードバック

が入力される。フィードバックの内容は、良かった点や改

善点、翌日の目標などが記入される（図４）。 

図４ フィードバック用紙 

 

(3) 各種検査結果 

実習の日数や本人の希望にもよるが、社員に向け実施し

ている検査を行い、その結果を記録する（図５）。実習が終

了してからも、この検査結果をもとに自身の能力開発に活

用してもらえたらと考えている。 

図５ 実習生用検査結果シート 

 

４ 今後について 

現在は５日を超える実習生に向け検査を実施し、実習記

録表としてお渡ししている。今後は特別支援学校の生徒向

けにも展開し、検査結果を使用した能力開発やキャリア研

修等を実施することで、一人でも多くの障がい者が自分の

キャリアを考えられるよう貢献していきたいと考えている。 
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